
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Religious 　Studies

「宗教研究』85巻 4 輯 （2012年）第5部会

知
る

者
が

行
な

う
こ

と
の

で

き
る

解
釈
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

単
に
⊇
口

語
的
ア
プ
ロ

ー

チ

を

意
味
す
る
ば

か
り
で

は

な
く

、

様
々

な
修
辞
法
を

通

し
て

神
の

意
志
を
理
解
す
る

こ

と

が
で

き
る

こ

と

を

意
味
し
て

い

る
。

　
こ

れ
ら
の

点
を
踏
ま
え
な
が
ら、

タ
バ

リ
ー

は

最
良
の

ク
ル

ア

ー

ン

解

釈
へ

到
る
方
法
と

し
て
、

解
釈
や
注
釈
に

関

す
る

明
快
な
証
拠
の

必
要
性

を
論
じ
て
い

る
。

そ
の

証
拠
と
し
て

彼
に

重

要
視
さ

れ
た

の

が
「

伝
承
」

で

あ
っ

た
。

タ
バ

リ

ー

の
コ

ン

テ

ク

ス

ト
に

お

い

て
、

こ

の

伝

承
の

語
の

範
疇
は、

預
言

者
ム

ハ

ン

マ

ド
の

ハ

デ

ィ

ー

ス

と

彼
の

教

友
や

後
継

者
た

ち
の

ア

サ
ル

（
簿
げ

母）

が

含
ま

れ
る

。

こ

の

ア

サ
ル

は

ム

ハ

ン

マ

ド
に

よ
る
伝

承
で

は
な
い

が
、

前

代
ま
で

の

ク

ル

ア

ー

ン

解
釈
と
し
て

重

要
な

情
報
を

提
示
し
て

い

た
。

こ

の

よ

う
に
、

タ

バ

リ

ー

は

伝
承
や

言
語
に

よ

る

ア

プ
ロ

ー

チ
を

駆
使
し

な
が

ら
ク

ル

ア

ー

ン

を
解

釈
し
よ

う
と
し

た

の

で

あ
る

。

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

に

お

け
る

イ
ス

ラ

ー

ム

思

弁
神
学
者
の

神
学
論
議

神

　
田

　
愛

子

　

本
発
表
は
、

中
世
の

代

表
的
ユ

ダ
ヤ
思
想
家

、

マ

イ
モ

ニ

デ
ス

（
一
一

三

五

1
】

二

〇

四）

が、

ユ

ダ
ヤ
・

ア

ラ

ビ

ア

語
で

執
筆
し
た
主
著

『

迷

え
る

者
の

道
案
内
』

に

お
い

て、

イ
ス

ラ

ー

ム

思
弁
神
学
者
（
ム

タ
カ
ッ

リ
ム

ー

ン
）

の

議
論
を
ど
の

よ

う
に

理

解
し、

評
価
し
て

い

た
か

に

つ

き

考
察
す
る
こ

と

を
目
的
と

す
る

。

彼
は

第
一

部
七
十
三

章
に

お
い

て
、

イ

ス

ラ

ー

ム

思
弁

神
学
者
が

論
証
の

基
盤
と
し
て

用
い

た

十
二

の

前
提
に

つ

い

て

外
観
し

た
上
で

、

イ

ス

ラ

ー

ム

の

教

義
に

関
す
る

彼
ら
の

論
証
に

関

し、

世
界
の

時
間
的
生

成
（

七

1．
四

章
）

、

神
の

唯
一

性
（
七

十
五

章）
、

神
の

非
物
質
性
（
七

十
六
章
）

の

三

つ

の

教
義
に

絞
っ

て

各
章
の

中
で

論

じ
て

い

る
。

十
二

の

諸
前
提
の
一

か

ら

九
は

、

主
に

ア

シ
ュ

ア

リ
ー

学
派

の

原
子
論
に

負
っ

て

い

る
よ

う
で

あ
る

が
、

中
世
思
想
史
の

観
点
か
ら
見

る
と
、

ほ

と
ん

ど
の

ユ

ダ
ヤ
学
者
は

原
子
論
を

受
け
入
れ

て

お
ら
ず、

マ

イ
モ

ニ

デ
ス

も
七
十
一

章
で
、
、

原
子
論
は

後
代
の

（
つ

ま
り、

古
典
で

は

な
く）

哲
学
者
に
よ
り
偽
で

あ
る
と

論
証
さ
れ
た

と

述
べ

て

い

る
こ

と
か

ら、

彼
自
身
は

原

子

論
を

支

持
し
て

い

た
わ

け
で

は

な
い

と

推

察
で

き

る
。

　
マ

イ
モ

ニ

デ

ス

は

七

十
一

章
の

中
で、

ム

タ

カ

ッ

リ

ム

ー

ン

の

議
論

は
、

そ
の

下

位
の

議
論
は

異
な
る
に

せ
よ
、

ど
れ
も

方
法
と

し
て

同
じ

で

あ
っ

て
、

想
像
に

よ

る

議
論
を

知
性
に

よ

る

も
の

と

称
し

て

い

る

と

論
じ

て

い

る
。

世
界
の

時
間
的
生

成
に

つ

い

て

の

彼
ら
の

議
論
は

、

論
証、

弁

証
法

、

詭

弁
的
弁
論
の

違
い

を

知
ら

な
い

者
を

除
け
ば
、

疑
問
を
伴
う
説

得
力
の

な
い

論
証
で

あ
る

と

批
判
す
る

。

彼
は
、

正

し
い

論
証
の

方
法
と

は
、

哲
学
者
が

世
界
の

永
遠
性
の

理
論
を

築
い

た

方
法
を

と

お
し
て
、

疑

問
が

残
ら

な
い

よ

う
に

教
義
を

確
立

す
る

こ

と
で

あ
る
と

断
言

す
る

。

こ

れ
は
、

彼
自
身
が
世
界
の

永
遠
性
を
信
じ

て

い

た

か
ら
で

は

な

く
、

世

界

の

永
遠
性
と

世

界
の

時
間
的

生
成
の

議
論
を
す

る
こ

と

な

く、

神
の

存

在、

神
の

唯
一

性、

神
の

非
物
質
性
に

つ

い

て

論
証
す
る
こ

と
こ

そ
が

、

有
効
で

確
実
な

方
法
で

あ
る

と

彼
が

考
え
て

い

た
か

ら
で

あ
る
。

（
注
冖

な
ぜ

彼
が
世

界
の

永
遠
性
の

議
論
を
回
避
す
る

の

か
に

つ

き
、

同
じ

箇
所

で

彼
は
以
下
の

よ

う
に

説
明

す
る

。

も
し
世

界
が

時
間
的
に

生

成
さ

れ
た

の

で

あ
る

な
ら
ば

、

必
然
的
に

そ
れ

を

創
造
し
た

存
在
が

必

要
と

な
る

。
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一

方、

も
し
世

界
が

永
遠
で

あ
る

な
ら
ば

、

実
体
と

作
用
因
の

な
い
、

一

つ

の

永

続
的
で

変
化
し
な
い

存
在
が
必
然
と
な
る

。

結

果
的
に

ど

ち
ら
の

場

合
も、

神
の

存
在、

唯
…

性
、

非
物
質
性
が

明
ら

か
に

な
る

の

で

あ

り、

そ
れ
こ

そ
が
私
白

身
の

望
む
こ

と

で

あ
る

。

）

　

哲
学

者
の

議
論
の

方

法
に
つ

い

て、

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

は

第
二

部
一

章
か

ら
＝ ．
十
一

章
に

か
け
て

述
べ

て

お
り、

一

章
で

は
、

第
一

部
七

十
三

章
と

同
様、

哲
学
者
の

論
証
の

基
盤
と

な
る

二

十
五
の

諸
前
提
を、

ア

リ
ス

ト

テ

レ

ス

の

自
然
学
と

形
而
上

学
の

議
論
に

基
づ

く
も
の

と

し
て

掲
げ
て
い

る
。

こ

こ

で

内
容
の

詳
細
に
つ

い

て

言
及
す
る
こ

と
は

控
え
る

が、

彼
自

身
が

本
当
に

論
じ
た

か
っ

た

と

思
わ

れ

る
議
論
は
、

本
箇
所
に

お

い

て
論

じ
ら

れ
た

も
の

と

推
察
さ
れ

、

そ
の

意
味
に

お
い

て
、

今
回
取
り
上

げ
た

箇
所
を
正

し
く
理
解
す
る
た

め

に

は
、

第
二

部
の

議
論
に

つ

い

て

丹
念
に

調
べ

る

こ

と

が

必
要
で

あ
る

と

考
え
る

。

　

最
後
に
、

方
法
論
的
に
は

カ

ラ

ー

ム

的
な
議
論
を

展
開
す
る

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

自
身
が

ム

タ

カ

ッ

リ
ム

と

言
え
る

か
ど

う
か

に

つ

い

て
、

レ

オ
・

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

は

「

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

の

議
論
と
カ

ラ

ー

ム

の

議
論
を

分
け
る

も
の

は
、

知
性
と

想
像
の

根
本
的
な
違
い

に

つ

い

て

の

彼
の

主

張
で

あ
っ

て
、

彼
は
、

ム

タ

カ

ッ

リ
ム

は

想

像
と

知
性
を
取
り
違
え
て

い

る

と

断
言

し

て

い

る
。

す
な

わ

ち、

自
然
の

事
物
と

調
和
す
る

明
瞭
な

前
提
が
必

要

で

あ
る

に

も

関
わ

ら

ず、

カ

ラ

ー
ム

は

真
実
だ

か

ら
で

は
な

く、

教

義
の

証
明
が

し

易
い

こ

と
で

選
ん

だ
恣

意
的
な

前
提
か

ら

始
め
て

い

る

と
、

彼

は

主

張
し
て

い

る
」

（
い
 

OQq

嘗

磐
。゚甲
．．

弓
げ
Φ

＝
冖

 

篩
蔓

07

母
彎
8
「

o
塩

些
oO

ミ
織
馬

尋
、

、

ミ
 
軸

愚
跨

越
職
  、

言

、
鴨

義

象
ミ
執

§
勘
隷

職

蕁
鴨

諺
丶
〜

庶

斈
ミ
遣

恥

〇

三
〇

紹
o

穹
O
い

8
伍
o
肖

d
巳
く
Φ

孱
詳
団

ohO

三

＄
αQo

℃

話
ω

ρ

口
¢
 
b。］
一

〇
°。

o。

も゚
虧
O
）

と

述
べ

て

お

り、

純
粋
に

哲

学
的
な

方
法
論
に

基
づ

く
こ

と
を

旨
と

し
つ

つ

聖
書
に

基
づ

く
結
論
を
是
と
し

た
マ

イ
モ

ニ

デ

ス

は
、

こ

の

意
味
で

は
ム

タ
カ
ッ

リ

ム

と
は

言
え
な
い

と
も

結
論
付
け

る

こ

と
が
出
来
る

で

あ
ろ

う
。

ス

ー

フ

ィ

ー

文
学
に

お

け
る

　

シ

ン

ボ

リ
ズ

ム

と

ナ
ー

タ
・

ヨ

ー

ガ榊

和

　
良

　
『

マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー
』

は
、

ヒ

ン

デ

ィ

ー
・

ス

ー

フ

ィ

ー
・

カ

ー

ヴ
イ

ヤ
と

呼
ば
れ

る
一

方
で
、

イ
ン

ド
・

ス

ー

フ

ィ

ー
・

ロ

マ

ン

ス

叙
事

詩
と

も
呼
ば

れ

る

ジ

ャ

ン

ル

に

属
す
る
一

五

四

五

年
に
書
か
れ
た

東

部
ヒ

ン

デ

ィ

ー

方
言
（
ア

ワ

デ

ィ

ー
）

の

詩

物
語
で

あ
る
。

ジ

ャ

ン

ル

名
が

象

徴
す
る

よ

う
に

、

モ

テ

ィ

ー

フ

や
プ

ロ

ッ

ト

の

多
く
を
先
行
す
る

パ

ヴ
ァ

プ

ー

テ

イ

の

『

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

マ

ー

ダ

ヴ
ァ

』

と

い

う
サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト

戯
曲
や

『

カ

タ

ー

サ
リ

ッ

ト

サ
ー

ガ

ラ
』

に

収
め

ら

れ
た

イ
ン

ド
の

説

話、

同
じ

東
ヒ

ン

デ

ィ

ー

方
言
で

著
さ

れ
た
ジ
ャ

ー

エ

ス

ィ

ー

の

『

パ

ド

マ

ー

ヴ

ァ

テ

イ

ー』

や

ク

ト
ゥ

バ

ン

に

よ
る

『

ム

リ

ガ

ー

ヴ

ァ

テ

ィ

i
」

の

影
響
を

受
け

、

イ
ン

ド
の

伝

統
的
な
物

語
・

語
り
の

ス

タ

イ
ル

と
、

ペ

ル

シ

ア

語
の

伝
統
的
な
マ

ス

ナ
ヴ
ィ

ー

（
詩

物
語
）

の

シ

ン

ボ
リ

ズ

ム

と

作
為
性
を
組
み

合
わ
せ

た
形
を

特
徴
と
す
る

と
さ

れ
る

。

　
マ

ン

ジ
ャ

ン

は、

主

人
公
の

王
子
マ

ノ

ー

ハ

ル

と
干

女
マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

が
「

愛
の

道
」

を
た
ど
る

物
語
を

、

「

ラ

ー

ジ

ャ
・

ラ

サ
の

物
語
」 、

「

甘
露
（
ア

ム

リ

タ
）

の

物
語
」

と

呼
ん

だ
。

こ

の

時

代
、

こ

の

ジ
ャ

ン

ル

の

物
語
詩
が
好
ん

で

依
拠
し
た

ヨ

ー

ギ
ン

の

修
道
論
は

、

ペ

ル

シ

ア

語
の
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